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やまなし時代早見表

平安時代の暮らし 今から約1,200〜800年前

平安時代の特徴
・貴族の政治とくらし
・平安京
・国風の文化
・武

ぶ

士
し

の誕生と仏教
・集落の発達（荘

しょう

園
え ん

と牧
ま き

）

古代巨
こ

麻
ま

郡
ぐん

の中心地から金
こん

銅
どう

仏
ぶつ

を発見
松
まつ
ノ
の
尾
お
遺跡（甲斐市大下条・中下条）

平安時代の終わり
頃になると、来

らい

世
せ

で極
ごく

楽
らく

浄
じょう

土
ど

に行く
ことを強く願うよ
うになりました。
この金銅仏は、そ
れを示す資料とも
言われています。

経
きょう

典
てん

を埋めて祈る
柏
かし
尾
お
山
さん
経
きょう
塚
づか
遺跡（甲州市勝沼町）

56億 7千万年後に現
れて衆

しゅ

生
じゅう

を救ってく
れる弥

み

勒
ろく

菩
ぼ

薩
さつ

のため
に、経典を地下に埋

まい

納
のう

しました。これを
経塚といいます。

甲
か

斐
い

の御
み

牧
まき

柏
かしわ
前
ざき
牧
まき
？（北

ほく
杜
と
市
し
高
たか
根
ね
町
ちょう
樫
かし
山
やま
）

柏
かしわ
前
ざき
牧
まき
？

（北
ほく
杜
と
市
し
小
こ
淵
ぶち
沢
ざわ
町
ちょう
）

真
ま
衣
き
野
の
牧
まき

穂
ほ
坂
さか
牧
まき

柏
かしわ
前
ざき
牧
まき
？（甲

こう
州
しゅう
市
し
勝
かつ
沼
ぬま
町
ちょう
柏
かしわ
尾
お
）

真衣野牧と考えられ
ている地域の遺跡か
ら「牧」という字が書
かれた器が見つかっ
ています。約1,000年前の開

かい

拓
たく

者
しゃ

のムラ
寺
てら
所
どこ
遺跡（北杜市大泉町）

３棟の掘
ほっ

立
たて

柱
はしら

建
たて

物
もの

跡
あと

と、大きめの竪穴住居跡を囲むようにム
ラが作られていました。このムラからは、鉄製品がたくさん
発見されています。

泥
でい

塔
とう

を焼いた跡を発見
権
ごん
現
げん
堂
どう
遺跡（南巨摩郡増穂町）

泥塔は、平安時代の貴族の間では
やった、病気や祟

たた

りを鎮
しず

める儀式
に使う小さな塔で、宝

ほう

塔
とう

形をまね
した素焼きの土製品です。

およそ 250 軒の住居跡、80体以上のウシや
ウマの骨が見つかった 1,200 年ほど前のムラ
の跡です。帯

おび

金
かな

具
ぐ

や八
はち

稜
りょう

鏡
きょう

、銅製のおもりな
ども見つかっています。

平安時代の大集落
百
どう
々
どう
遺跡（南アルプス市百々）

９〜11世紀の低
てい

地
ち

のムラ

人
ひと

形
がた

は、呪
まじな

いなどに使われ
たものです。この人形に
穢
けが

れを移し、川へ流した
ものと考えられます。

人
ひと
形
がた
出
しゅつ
土
ど
状
じょう
況
きょう

泥
でい

ムラの鍛
か

冶
じ

屋
や

さん

やっとこ

鋸
のこぎり

鉄
てつ
鏃
ぞく

毛
け
抜
ぬ
き

刀
とう
子
す

馬の埋
まい
葬
そう
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竪
たて
穴
あな
式
しき
住
じゅう
居
きょ
跡
あと 出

しゅつ
土
ど
した土

ど
器
き

竪
たて
穴
あな
式
しき
住
じゅう
居
きょ
跡
あと

写真は増穂町教育委員会提供

塩
しお
部
べ
遺跡 ( 甲

こう
府
ふ
工
こう
業
ぎょう
高
こう
校
こう
敷地 )（甲府市塩部）

人形

経
きょう
筒
づつ
(レプリカ )

阿
あ
弥
み
陀
だ
如
にょ
来
らい
坐
ざ
像
ぞう
１

写真は甲斐市教育委員会提供

山梨には、柏
かしわ
前
ざき
牧
まき
・真

ま
衣
き
野
の
牧
まき
・穂

ほ
坂
さか
牧
まき
という公

おおやけ
の三つの牧があり

ました。この牧で飼育されていた馬は、都に送られていました。

阿
あ
弥
み
陀
だ
如
にょ
来
らい
坐
ざ
像
ぞう
２


